
研究⽣活に役⽴つ

⼤阪⼤学⼤学院⽣のための⼀歩進んだ図書館活⽤案内

図書館の使い⽅
2017

図書館は、⾒た⽬よりも
⽂献調査のすすめ
図書館Webサイト
図書館ネットワーク

……
……
……

レファレンス・サービス ……

⽂献調査は研究の基本
学術情報と図書館サービスへの⼊⼝

情報の探索・⼊⼿に⾏き詰まったら
他⼤学図書館の資料も活⽤

「広く、深い」

⼤阪⼤学附属図書館
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データベース利用の入口は図書館Webサイトにあります。

一次資料データベース

大阪大学で利用できる主な文献データベース・検索システムとその特徴

シソーラス検索

研究を進めるためには、自分が扱うテーマについて、すでにどのような研究が行われているかを把握
する必要があります（「先行研究調査」）。データベースを利用することで、文献調査を効率的に行いま
しょう。利用できる文献データベースの特徴を知っておくことも有効です。

１．文献データベースによる検索

2．検索結果を全体的に評価・点検し
必要な文献を選択

3．選択した文献の入手・分析・評価

文献収集において、有用と判断した論文の引用・参考文献をたどることは大切な作業です
（「芋づる式」と呼ばれます）。一方で、ある特定の論文が発表後にどのような研究へと発展・
影響を与えていったか（どのような論文に引用されていったか）を確認することも、研究状況
を把握するためには重要で、それを可能にするのが引用文献データベースです。
さらに、代表的な引用文献データベースである「Web of Science」では、学術雑誌の「インパク
トファクター」も確認できます。これは各雑誌の掲載論文の被引用回数をもとに算出される
評価指標で、研究成果をどの雑誌に投稿するかを考える際の目安のひとつにもなります。 

文献データベースの他にも、研究のソースとなる一次資料を得られるデータベースがありま
す。例えば大阪大学では、新聞記事（朝日・読売・毎日・日経・New York Times）、法令・判例、
議会文書、ファクトデータ（統計や物質情報など）を検索・利用できるデータベースを使うこ
とができます。

引用文献データベースTIPS

>> p.5

データベースを検索する際、キーワードの選択・指定は、得られる結果に大きな影響を与え
ます。加えて、一つの概念を表すことばにはいくつかの言い換えが存在することがしばしば
です。こうした問題をカバーするのが「シソーラス検索」です。主に収録分野が特定された
データベースにはこの機能が備わっており、似た概念をまとめた「統制語」によって網羅的
に文献等を検索することができます。

文献調査のすすめ

研究の基本
●基本文献の確認

●研究状況を鳥瞰的に把握

●周辺分野を含む広い視野

●既存の研究を評価

TIPS
TIPS

物質・反応検索データベース
◆SciFinder（化学） ◆Reaxys（化学）

引用文献データベース
◆Web of Science
◆Scopus

主題検索（シソーラス検索）系
◆MEDLINE（医歯学・看護学）
◆医中誌Web（医歯学・看護学）
◆PsyInfo（心理学）
◆ERIC（教育学）
◆EconLit（経済学）

◆MLA（文学・言語学）
◆SocIndex（社会学）
◆ JDream III（科学技術） 

 など

キーワード検索系
◆PubMed

（ MEDLINE の一般向けインターフェイス）   など

キーワード検索系
◆CiNii Articles（日本語文献）
◆雑誌記事索引データベース（日本語文献）
◆まとめて検索 Discovery Service

（国内外の文献）
など

【参考】
◆Google Scholar

（学術情報に特化したサーチエンジン）



4 5

TIPS

文献入手の流れと図書館のリソース
附属図書館Webサイト

http://www.library.osaka-u.ac.jp/

データベースの利用

まとめて検索　大阪大学 Discovery Service

文献管理ツール

DOI Digital Object Identifier

データベースの検索結果画面などに表示されます。※
1クリックで、入手手段の候補を一度に確認することができます。
アイコンをクリックすると ...

アイコン

※PubMed ID （PMID）でも、同じように検索・確認できます。

●附属図書館 Web サイト「クイックサーチ」
２．資料がどこにあるのかを調べる

雑誌の場合「電子ジャーナル」
図書の場合「電子ブック」

電子版 を探す→

冊 子 を探す→「蔵書検索」（OPAC）

※論文名ではなく収録資料名で検索します。

１．手に入れたい資料の情報を確認する
文献データベースの検索結果や手元の参考文献リストな
どから、手に入れたい文献の情報（収録資料名、巻号、
掲載ページなど）を明確にする。

３．資料を手に入れる

>> pp.6-7

>> p.7

●学内で見つかった場合
直接資料をご利用ください。
他キャンパスの資料は、近くの図書館まで取り寄せるこ
ともできます。

●学内で見つからなかった場合
取り寄せの申し込みができます。
所蔵している図書館への訪問利用もできます。

●わからなかった場合
お近くの図書館のカウンターまでご相談ください。
職員が一緒にお調べします。

※学内ネットワークから接続している場合に表示されます。
学外からは、　　「キャンパス外から電子リソースを使う」経由で
利用している場合に表示されます。

大阪大学で契約しているデータベースは、クイックサー
チの「データベース」から利用できます。学外から
利用できるデータベースもあります。「クイックリンク」
の　　「キャンパス外から電子リソースをつかう」から、
大阪大学個人 IDでログインして接続してください。

蔵書検索やデータベースをまとめて検索します。媒体、
言語、阪大での利用可否を問わず、広く学術文献を
検索できます。ただし、全てのデータベースが検索対
象ではありません。また、各データベース固有の機能
（引用検索やシソーラス検索など）は無効になります。

データベースで検索した資料は文献管理ツールなどを
使って整理しておくと論文を書く際などに便利です。
文献の情報をストックするだけでなく、Microsoft 
Word ファイルなどへ、引用・参考文献リストを挿入す
る機能を持ったものもあります。
よく使われるものを、メニュー「しらべる」＞「ツール」
＞「文献管理ツール」のページでご紹介しています。

インターネット上で個別の論文を同定するために付け
られた番号です。（例 10.1111/1467-9280.00489）
この番号で検索して、阪大での利用可否を確認する
ことができます。

クイックサーチ
「電子ジャーナル」
＞「詳細検索（電子リソースリスト）」 
＞「CitationLinker」タブ

ⅰ.「本文を見る」
論文の電子版へリンク

ⅱ.「大阪大学蔵書検索」 
　冊子の所蔵情報へリンク

（i.ⅱ. のリンクがない場合）
　学外からの取寄せ（ILL）
　申込み画面へ

TIPS
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TIPS

大学図書館ネットワークで研究活動をサポート

直接訪問して利用できます

●他大学の図書館から文献複写物や図書の取り寄せができます。
取り寄せた図書は、館内のみでの利用となる場合があります。

●他大学の図書館を訪問利用することができます。

各研究科、
専攻（系）、
研究所
の図書室

どこでも返却
対応図書室

人間科学研究科図書室
微生物病研究所図書室
蛋白質研究所図書室
産業科学研究所図書室
（吹田キャンパス）

総合図書館
（豊中キャンパス）

外国学図書館
（箕面キャンパス）

生命科学図書館
（吹田キャンパス）

理工学図書館
（吹田キャンパス）

大阪大学
附属図書館

全国の大学図書館

事前手続きが不要な
大学図書館※

※事前の手続きが不要な大学図書館でも、
貴重資料や特殊な資料については、所定の
方法で申込みが必要になることがあります。

※関西大学図書館（ミューズ大学図書館を
除く）は、協定により、学生証（磁気ストライ
プ付）の提示で直接利用できます。

取り寄せの所要日数と費用の目安
●磁気ストライプ付きの学生証で入館・貸出ができます。

● 8つの図書館（室）で借りた図書は、この中のどの図書館（室）でも返却ができます。

●他キャンパスから近くの図書館へ、図書や文献複写の取り寄せができます。

他大学から

2～7 日

300～400 円

学内から

1～3 日

100～150 円 無 料

複写物の取り寄せ

他大学から学内から

費 用
（複写料＋郵送料）

日 数

1,200
～ 1,500 円

2～7 日1～3 日

図書の取り寄せ

事前に大阪大学附属図書館を通しての照会や紹介状発行が必要な場合があります。
訪問希望日の 3 日前（土日祝を除いた日数）までにカウンターにご相談ください。
利用したい資料が貴重資料の場合は、なるべく早く（約 2 週間前までに）ご相談ください。

取り寄せの申込受付と引渡しの窓口時間は、平日9:00-17:00です。
申込みはWebサービスでも受け付けます。

全国の大学図書館を活用

大阪大学の 4図書館と各図書室

大阪大学附属図書館へ
照会・紹介状発行を申込み

事前手続きが必要な
大学図書館

指定日に訪問して利用できます

4 つの図書館＋4 つの図書室 （どこでも返却対応図書室）で共通です。
利用規則（貸出冊数や期間など）は、図書館（室）により異なります。

OPAC を通じて近くの図書館（室）に取り寄せ、借りることもできます。 （どこでも返却・貸出）

8 つの図書館（室）以外で所蔵している資料でも、カウンターまたは Web サービスで申込みを受け付け
ます。（お申込みいただいても、所蔵先の事情により利用できない場合があります。ご了承ください。） >> p.8

CiNii Booksで所蔵館を見つける＋所蔵大学のOPACで、目的の資料の所蔵場所や状態を確認

所蔵先の大学図書館のWebサイトなどで、開館時間や学外者の利用条件を確認



and more...

お問い合わせ

レファレンス・スタッフが随時、ご相談・調査に応じています。（平⽇ 9:00〜 17:00）
研究・学習に必要な⽂献や情報に関することを、ご相談いただけます。
お気軽に各図書館のカウンターまでお越しください。メールでも受け付けます。

⼤阪⼤学の教育研究活動から⽣み出される論⽂などの学術
成果を電⼦的に保管・公開するサービスです。
阪⼤の⼤学院⽣（博⼠後期課程）であれば、ここから研究
成果を広く世界に公開することができます。ぜひ積極的にご
利⽤ください。
2013 年 4 ⽉以降に学位授与された⽅の博⼠学位論⽂につい
ても、ここで公開されています。

Webサイトのフォームから受け付けています。

http://www.library.osaka-u.ac.jp/

阪⼤図書館 検 索
附属図書館Webサイト

レファレンス・サービス（参考調査）

⼤阪⼤学機関リポジトリ OUKA おうか

Webサービス
インターネットから、各種の⼿続きができます。
●貸出・予約状況の照会
●貸出期間の延⻑
●図書・⽂献複写の取り寄せ申込み、状況照会※

●メールアドレス登録・変更・削除
●施設（研究個室、グループ学習室など）の予約

「クイックリンク」＞「⼤阪⼤学機関リポジトリ」

「クイックリンク」＞「お問い合わせ」

※初回のみ、受け取りを希望する図書館のカウンターで登録が必要です。早めの登録をおすすめします。
（平⽇ 9:00〜 17:00）

●電⼦ジャーナル・電⼦ブック・データベースの利⽤
●開館カレンダー、利⽤案内
●各種講習会や研究に役⽴つ情報のご案内

電⼦ジャーナル・電⼦ブック・
データベースの利⽤に関すること

相談・調査・訪問利⽤に関すること

http://ir.library.osaka-u.ac.jp

総 合 図 書 館
⽣命科学図書館
理⼯学図書館
外国学図書館

sogo-lef@library.osaka-u.ac.jp
ls-ref@library.osaka-u.ac.jp
sl-desk@library.osaka-u.ac.jp
ml-cir@library.osaka-u.ac.jp
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